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ここは、とある町にある一風変わった診療所。悩みを抱え
たユーザインタフェースたちがやってきます。Dr. ナカム
ラと一緒に病気を治してあげましょう。さて、今日の患者
さんたちはどのような悩みを抱えているのでしょうか・・・

Dr. N「次の方どうぞ～」
患者「こんにちは。私は、3 ヶ月前に診断いただいた、と
あるイベントで 8 万人のボランティアを集めるために作ら
れたウェブサイトです。おかげさまで 20 万人の登録があり
ましたので報告に来ました！」
Dr. N「結局あの後、改善したんですか？＊ 1」
患者「いろいろ頑張って修正しました。まず各種項目の入
力を日本式に直しました。あと 1 ～ 6 まである各 STEP の
ページの一番下に次の STEP への移動ボタンを置きまし
た！（図 1）」

Dr. N「おっ、頑張りましたね。前のままだと他の STEP に
行くには一番上に戻らなきゃいけなかったですからね」
患者「それに、以前は全 STEP のエラーを一気に出したの
が不評だったので、STEP 単位で処理し、加えてそれぞれ
の入力場所に問題点を表示するようにしました！（図 2）」

Dr. N「そうそう、これでいいんですよ。これから先の
STEP で入力するはずの項目まで「未入力エラー」にされ
てはたまりません。…あれ？、でもここ（図 2 下部）はま
だ姓と名の順番が逆ですね」

患者「修正し忘れていました。今度修正しておきます！」
Dr. N「あれ？ カレンダーの入力は DDMMYYYY のまま
ですよ（図３左）？ 日本式（YYYYMMDD）に直したっ
て言いませんでしたっけ？」 

患者「すいません。例文を修正し忘れてました。入力はちゃ
んと受け付けますのでやってみてください」
Dr. N「じゃあ 19860615 っと、あれ？ エラーになりますよ」
患者「あっ、だからそこは『日本式』で『1976 年 6 月 15 日』
と入力してください（図 3 右）！」
Dr. N「えっ、数値だけじゃだめなんですか？」
患者「その方が日本人にはわかりやすいでしょ！ 僕、前回
診察いただいて色々と学びましたので！」
Dr. N「いやいや。これは『年』『月』『日』という文字を
いちいち漢字変換しながら入力しなくちゃいけないのでか
えって面倒ですよ。数字だけを YYYYMMDD と入力する
か、もし年月日を漢字で出したいのなら、「年」「月」「日」
の入力欄を分けるようにしてください」
患者「ありがとうございます」
Dr. N（しばらく試して）「…そのほかは、概ね問題がなさ
そうですが…。あれ？ここで『その他の言語』を選択でき
る部分に、なぜか他の言語と一緒に『手話』が並んでるん
ですが…（図 4）」
患者「はい、本大会ではパラアスリートや参加者の為に手
話が話せるボランティアを募集しています！」
Dr. N「いやいや、単に『手話』といっても言語によって異
なりますし、そもそも同じ言語でも複数の種類がある場合

図 1　ページの下に STEP 2 へのボタンができた

図 2　入力エラーが有ることをその場所に提示
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＊ 1	 余りにも修正箇所が多かったため、「3 ヶ月後に再診」となって
	 いました（第 28 回参照）。

図 3　入力順がガイドと違う、しかも漢字？
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もあるので、全部一緒くたにしてはだめです。もし手話が
話せることを重視するのであれば、他の言語と混ぜるので
はなく、別に詳しい入力フォームを用意するべきでしょう」
患者「そうですか。今回は無理ですが 4 年後までにはなお
しておきます」

Dr. N「さて、一通り入力できたので送信っと。あれ？ な
んですかこのエラーは？ コードなんて知りませんよ」
患者「あ、そこは提携先との連携処理のためなので、ほと
んどの方は関係ありません。なので『2020』と入力してく
ださい！」
Dr. N「なぜっ！？（図 5）」

今回の症例はいかがでしたか？ 読者の皆さんも、なぜこ
のような問題が発生したのか、どうすれば改善できるの
かを考えてみてください（下のカルテはあくまでその一
例です）。なお、よりよい改善方法を思いついた方や、Dr. 
ナカムラに診てもらいたい患者をご存じの方は、http://
up.badui.org/ にご一報ください。

Dr.トモクフの UIトリビア
「コード入力」の例のように、「処理する側の都合」しか考えな
いシステムは BADUI になりがちじゃ（ユーザにとって「2020」
というコードは何の意味も持たないので混乱の元でしかない）。
この場合は例えば「ブランクであればデフォルトの内部コード

（2020）を割り当てるが、ユーザにはコード番号を『見せない』」
ようにすべきじゃろう。
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図 5　コードを持っていない場合は全員『2020』と入力！

担当医：Dr.ナカムラ
BADUI 蒐集家。
日々新たな BADUI との出会いを求め、 カ
メラ片手に世界を飛び回る。
BADUI 図鑑「失敗から学ぶユーザイン
タフェース（技術評論社）」を出版。

図 4　他の言語の選択フォームに『手話』が…


